
「『あいさつ』から得られるもの」

校長 上栗 博文

先日，地域の方から「学校だより４月号に掲載されている重点取組事項が見にくいので，

再度掲載してほしい」という連絡をいただきました。適切な印刷状態ではなく，皆様にご迷

惑をおかけしたことを心からお詫びいたします。それとともに，地域の皆様にご覧いただけ

ていることを心から感謝しております。今後も，お気づきの点などありましたら，いつでも

ご連絡くださいますようお願いいたします。

そこで，今回は生徒指導に関する重点取組事項をお示ししたいと思います。また，その中

でも，本校の生徒会が中心となって取り組んでいる

「あいさつ運動」について詳しくご説明します。

これまで，本校の「あいさつ運動」は，あいさつ

レベルを５段階に設定し，スモールステップで達成

を目指していく取組を進めていましたが，現状に合

わせて取組を見直し，生徒が自ら判断して，ＴＰＯ

（時と場と状況）に応じたあいさつができるよう，

生徒会生活部を中心に，年間を通して「あいさつ運

動」に取り組んでいます。特に，生徒の登校時間に

合わせ，生徒会執行部や生活部の生徒を中心に積極

的な「あいさつ運動」を実施しています。

， 「 （ ）」 ，ところで この 挨拶 あいさつ の意味を調べてみると

「挨」には「互いに心を開く 「拶」には「近づく」という意」，

味があるそうです。人間関係を築く上で必要なことは，相手に

心を開き，自分から相手に近づいていくことです。このことか

ら，あいさつは「コミュニケーションの入り口」とよく言われ

ます。

明るく，温かいあいさつは，人に安心感や信頼感を与えます。そのことが，協調性の向上

や人間関係の構築につながっていきます。学校・家庭・地域ともに気持ちのよいあいさつが

飛び交う環境を目指して，今後も学校全体で積極的に取り組んでいきたいと思います。

【生徒指導に関する重点取組事項】

【毎朝のあいさつ運動】
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５月20日（火）前期 生徒総会が開催されました。総会では第

44代生徒会のスローガンや努力目標、各専門委員会の年間計画案、

各学級から出された生徒会活動に対する意見・要望、それに対す

る回答等の説明があり、まさに生徒が創り上げる「主体的・自治

的活動」が実践されました。生徒会の努力目標の一つである「相

手の色を認め合う」ために「シェアハッピータイム」を計画して

いるとの報告もあり、生徒会が互いを認め合ういじめのない学校

づくりを実現しようとする姿勢が強く感じられました。今後の生

徒会の活躍に大いに期待したいと思います。

小中一貫教育の取組
として、本校区の各小
学校から先生方が来校
され、１年生の授業参
観を行いました。久し
ぶりの恩師との再開に、
笑顔があふれる生徒の
姿が見られました。授業参観後は、小・中連絡会
や小中一貫教育の研究において組織されているク
ローバー部会も開催されました。川内中央中校区
では、来年１月に小中一貫教育の研究公開を計画
しています。今後も中央中校区の小中学校が、連
携を図り、掲げた目標を達成し、子どもたちの可
能性を広げていけるよう取り組んでいきたいと思
います。

今年は、日本を代表する児童文学作家で、日本

における動物文学の第一人者でもある「椋鳩十」

（本名：久保田彦穂）先生の生誕120周年にあた

る年です。本校図書館に、特設コーナーを開設し

ました。（写真）

子どもたちが椋鳩十作品を手に取り、作品を通

して椋鳩十先生の感性や作品のすばらしさを知っ

てほしいと思います。

市教育委員会による学校訪問がありました。藤田
教育長をはじめ、教育委員の先生方、中央図書館、
少年自然の家や学校教育課の皆さんが学校を訪れ、
生徒の授業参観・施設参観等を行いました。「生徒
が落ち着いて学習に取り組む姿が見られた。」「生徒
が主体的に学習に取り組むことができるようＩＣＴ
等を活用した授業の工夫がなされていた。」等の感
想も述べられました。今回、出された感想や意見を
基に、中央中の子どもたち
が心豊かに、そして学力を
高め、それぞれの夢や希望
の実現に向けて前進してい
けるように、教育活動の充
実に努めていきたいと思い
ます。


